
町田市議会だより （２）平成２４年（２０１２年）４月３０日 No.184

市政に望む 一般質問  
　今回の定例会では、３月６日、７日、８日、９日の４日間に
わたり、３０名の議員が市政を取り巻く諸問題について、意見・
提案をまじえながら、市長などの考えをただしました。 
　質問、答弁の要旨は次のとおりです。 

一般質問の模様は 
市議会ホームページで 
録画映像を配信中。 

旧小学校体育館

　

吉
田
つ
と
む
（
志
政
ク
ラ
ブ
）

　

�　

議
会
か
ら
行
政
が
決
議
を

受
け
た
場
合
の
取
り
扱
い
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　

総
務
部
長　

特
に
定
め
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
関
連
部
局
が
議

会
の
意
思
と
し
て
の
決
議
を
政
策

決
定
の
重
要
な
要
素
と
し
て
受
け

と
め
、
研
究
、
検
討
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
意
思
決
定
す
る
こ
と
、

そ
う
い
う
形
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

�　

そ
の
決
議
の
文
言
が
一
字

一
句
ま
で
詳
細
な
検
討
が
必
要
で

問問

は
な
い
の
か
。

　

総
務
部
長　

決
議
書
の
文
脈
を

意
識
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

法
制
を
含
め
て
今
後
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

�　

議
会
の
決
議
に
対
し
て
、

対
応
を
判
り
や
す
く
す
る
た
め
に

回
答
書
を
返
す
形
式
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　

総
務
部
長　

議
会
に
絡
む
内
容

で
す
の
で
、
議
会
事
務
局
と
の
調

整
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
少
し

研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問

議

会

の

決

議

を　

行

政

は

尊

重

せ

よ

　

お
さ
む
ら
敏
明
（
志
政
ク
ラ
ブ
）

　

�　

都
市
の
魅
力
を
高
め
る
た

め「
ま
ち
だ
未
来
づ
く
り
プ
ラ
ン
」

実
現
へ
の
進
め
方
は
。

　

市
長　

計
画
の
段
階
か
ら
徹
底

的
な
情
報
の
提
供
と
課
題
の
共
有

を
図
り
、
市
民
、
団
体
、
事
業
者

及
び
町
田
市
が
協
働
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

�　

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

は
都
市
経
営
の
キ
ー
ワ
ー
ド
、
確

立
に
向
け
た
施
策
を
問
う
。

　

市
長　

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

問問

に
課
題
解
決
に
向
け
行
動
す
る
こ

と
が
市
民
協
働
型
都
市
で
あ
り
、

ま
ち
だ
未
来
づ
く
り
プ
ラ
ン
を
実

現
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

�　

町
田
駅
周
辺
の
魅
力
を
向

上
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
小
田

急
北
側
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
歌
劇
場

を
集
積
し
賑
わ
い
の
創
出
を
。

　

市
長　

北
口
を
含
め
た
町
田
駅

周
辺
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
町

づ
く
り
の
蓄
積
を
生
か
し
、
一
層

の
利
便
性
と
魅
力
を
備
え
た
中
心

市
街
地
に
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

問

将

来

の

町

田

市

の

あ

る

べ

き

姿

は

！

　

河
辺
康
太
郎（
民
主
党
・
社
民
・
ネ
ッ
ト
）

　

�　

震
災
以
後
、
利
用
が
休
止

さ
れ
て
い
る
学
校
跡
地
体
育
館
の

利
用
再
開
を
強
く
望
む
。

　

加
藤
副
市
長　

市
民
が
身
近
で

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
環
境
、
そ
れ

を
整
備
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要

だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
民
が
安
全
に
施
設
を
使
え
る
と

い
う
こ
と
も
、
こ
れ
ま
た
重
要
だ

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
方

が
安
全
に
安
心
し
て
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
改
め
て
耐
震
診

問

断
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
見
て
再

開
の
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と

い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

�　

市
内
商
店
の
支
援
、
育
成

の
観
点
か
ら
新
庁
舎
イ
ベ
ン
ト
ス

タ
ジ
オ
に
お
い
て
、
昼
食
時
、
弁

当
の
販
売
を
可
能
に
し
て
は
ど
う

か
。

　

鷲
北
副
市
長　

イ
ベ
ン
ト
を
や

っ
て
い
る
と
き
は
な
か
な
か
難
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、

お
弁
当
を
置
く
こ
と
も
可
能
で
あ

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問

学

校

跡

地

体

育

館

利

用

再

開

へ

前

進

　

谷
沢
和
夫（
民
主
党
・
社
民
・
ネ
ッ
ト
）

　

�　

去
る
二
月
八
日
、
厚
木
基

地
着
陸
寸
前
の
米
軍
機
Ｅ
Ａ
６
Ｂ

プ
ラ
ウ
ラ
ー
電
子
戦
機
が
エ
ン
ジ

ン
カ
バ
ー
な
ど
の
部
品
を
落
下
さ

せ
る
事
故
を
お
こ
し
た
。
市
は
こ

れ
に
ど
う
対
応
さ
れ
た
の
か
。

　

鷲
北
副
市
長　

事
故
の
翌
日
、

厚
木
基
地
及
び
南
関
東
防
衛
局
に

出
向
き
再
発
防
止
、
原
因
究
明
ま

で
の
飛
行
中
止
、
航
空
機
の
徹
底

し
た
安
全
管
理
を
求
め
る
緊
急
要

請
を
町
田
市
単
独
で
行
い
ま
し
た
。

問

　

�　

自
衛
隊
機
Ｐ
３
Ｃ
対
潜
哨

戒
機
（
プ
ロ
ペ
ラ
機
）
に
替
え
、

ジ
ェ
ッ
ト
機
Ｐ
１
の
導
入
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
市
の
対
応
は
。

　

政
策
経
営
部
長　

哨
戒
機
の
配

備
は
国
防
上
の
問
題
で
あ
り
、
国

が
責
任
を
持
っ
て
判
断
す
る
こ
と

と
考
え
ま
す
。
し
か
し
航
空
機
騒

音
や
安
全
対
策
は
市
民
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
問
題
な
の
で
、
厚

木
基
地
騒
音
対
策
協
議
会
、
周
辺

自
治
体
と
連
携
し
関
係
機
関
へ
要

請
行
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問

安

全

で

静

か

な

町

田

の

空

を

か

え

せ

　

お
く
栄
一
（
公
明
党
）

　

�　

鶴
川
駅
周
辺
で
の
渋
滞
及

び
ト
ラ
ブ
ル
解
消
の
為
、
一
般
車

両
等
の
乗
り
入
れ
場
所
確
保
を
真

剣
に
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
。

　

市
長　

一
般
車
の
乗
降
場
所
に

つ
い
て
は
東
側
広
場
拡
張
も
視
野

に
入
れ
、
世
田
谷
街
道
の
渋
滞
緩

和
と
あ
わ
せ
て
検
討
し
た
い
。

　

�　

三
輪
町
に
大
型
店
舗
が
出

店
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
伴

い
交
通
渋
滞
が
予
測
さ
れ
る
が
、

そ
の
対
策
は
。

問問

　

加
藤
副
市
長　

店
舗
西
側
の
幅

六
メ
ー
ト
ル
の
市
道
は
交
通
量
が

ふ
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
の
で
、

今
後
安
全
対
策
を
行
う
予
定
で
す
。

　

�　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
会
場
ス

ペ
ー
ス
の
工
夫
を
す
べ
き
だ
が
。

　

加
藤
副
市
長　

市
は
指
定
管
理

者
の
事
業
実
績
報
告
に
基
づ
き
年

一
回
、
評
価
及
び
改
善
の
指
導
を
、

ま
た
指
定
管
理
者
と
の
情
報
共
有

を
目
的
に
、
お
客
様
の
声
や
事
業

報
告
等
の
打
ち
合
わ
せ
を
少
な
く

と
も
月
に
一
回
行
っ
て
い
ま
す
。

問

鶴

川

駅

周

辺

へ

の

改

善

に

つ

い

て

！

　

あ
さ
み
美
子
（
公
明
党
）

　

�　

小
中
学
生
へ
の
実
践
的
防

災
教
育
（
釜
石
モ
デ
ル
）
の
導
入

を
求
め
る
。

　

学
校
教
育
部
長　

文
部
科
学
省

の
実
践
的
防
災
教
育
総
合
支
援
事

業
に
つ
い
て
は
、
前
向
き
に
実
施

し
て
い
く
方
向
で
考
え
て
い
ま
す
。

　

�　

「
ハ
グ
避
難
所
運
営
ゲ
ー

ム
」
を
使
い
避
難
所
関
係
者
連
絡

会
や
自
治
会
の
方
々
へ
の
模
擬
体

験
研
修
会
の
開
催
を
求
め
る
。

　

鷲
北
副
市
長　

今
後
、
よ
り
多

問問

く
の
方
々
に
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム

の
活
用
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど

を
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

�　

女
性
の
視
点
を
生
か
し
た

防
災
計
画
の
見
直
し
や
、
個
々
の

備
蓄
品
へ
の
啓
発
を
。

　

鷲
北
副
市
長　

現
在
、
男
女
の

ニ
ー
ズ
の
違
い
を
考
慮
し
た
対
策

に
つ
い
て
地
域
防
災
計
画
で
定
め

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
女
性
の
意

見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
計
画

に
反
映
し
ま
す
。

問

災

害

に

つ

よ

い

街

・

町

田

へ　

「

防

災

教

育

の

日

」

の

制

定

を

　

い
わ
せ
和
子
（
自
由　

民
主
）

　

�　

「
町
田
市
防
災
教
育
の
日
」

を
制
定
し
、
学
校
・
保
護
者
・
地

域
が
一
体
と
な
っ
た
防
災
教
育
と

防
災
訓
練
を
市
立
小
・
中
学
校
全

校
で
一
斉
に
実
施
を
。

　

学
校
教
育
部
長　

毎
月
行
わ
れ

る
避
難
訓
練
や
安
全
指
導
を
引
き

続
き
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
安

全
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
防
災
教
育

副
読
本
、
防
災
教
育
補
助
教
材
等

を
活
用
し
子
ど
も
た
ち
の
防
災
意

識
を
高
め
、
防
災
教
育
を
推
進
し

問

て
い
き
ま
す
。

　

�　

審
議
会
、
委
員
会
等
の
傍

聴
時
に
磁
気
ル
ー
プ
の
貸
出
し
、

託
児
サ
ー
ビ
ス
が
出
来
る
環
境
整

備
を
。

　

総
務
部
長　

現
在
の
状
況
で
は
、

磁
気
ル
ー
プ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
生
活
部
長　

子
育
て
家

庭
へ
の
支
援
と
し
て
、
子
育
て
中

の
保
護
者
の
皆
様
が
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
社
会
参
加
が
し
や
す
く
な

る
よ
う
な
こ
と
は
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

問

健

康

づ

く

り

の

推

進

に

つ

い

て

　

佐
藤
和
彦（
民
主
党
・
社
民
・
ネ
ッ
ト
）

　

�　

健
康
づ
く
り
推
進
員
に
、

今
後
、
ど
ん
な
活
動
を
期
待
し
、

支
援
し
て
い
く
の
か
。

　

地
域
保
健
担
当
部
長　

地
域
に

お
け
る
健
康
づ
く
り
推
進
員
活
動

は
大
変
重
要
と
考
え
て
お
り
、
地

域
に
密
着
し
た
内
容
の
研
修
や
講

演
会
な
ど
の
企
画
運
営
に
か
か
わ

る
機
会
を
ふ
や
し
て
い
き
ま
す
。

　

�　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
地

域
活
動
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
取
組
を
推
進
し
て
い

問問

く
の
か
。

　

い
き
い
き
健
康
部
長　

養
成
者

数
を
ふ
や
す
取
り
組
み
、
質
を
高

め
る
取
り
組
み
、
活
躍
の
場
を
充

実
さ
せ
る
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。

　

�　

認
知
症
の
予
防
や
早
期
発

見
・
早
期
治
療
の
た
め
の
取
組
内

容
と
今
後
の
方
向
性
は
。

　

い
き
い
き
健
康
部
長　

認
知
症

の
早
期
発
見
や
早
期
治
療
の
取
り

組
み
と
し
て
専
門
医
が
高
齢
者
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
出
張
し
、
福
祉
と

医
療
の
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

問

市

民

の

命

と

暮

ら

し

第

一

の

市

政

を

　

殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）

　

�　

消
費
税
大
増
税
、
社
会
保

障
削
減
が
市
民
生
活
に
与
え
る
影

響
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

　

市
長　

社
会
保
障
を
持
続
可
能

な
も
の
と
し
、
将
来
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
て
い
く
た
め

に
は
、
受
益
と
負
担
の
両
面
か
ら

我
が
国
人
口
構
造
の
変
化
に
対
応

し
た
制
度
と
な
る
よ
う
見
直
し
を

す
べ
き
時
期
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

�　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
は
、

自
治
体
と
職
員
の
役
割
の
大
き
さ

問問

で
あ
る
。
市
民
の
命
を
守
る
職
員

体
制
を
強
化
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

防
災
安
全
担
当
部
長　

大
規
模

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
市
民
の

身
体
、
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め

全
職
員
が
災
害
対
応
を
行
い
ま
す
。

　

�　

新
庁
舎
建
設
に
連
動
す
る

大
型
開
発
は
止
め
、
市
民
の
命
と

暮
ら
し
を
守
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

政
策
経
営
部
長　

町
田
駅
周
辺

地
域
の
魅
力
を
向
上
、
新
た
な
に

ぎ
わ
い
の
創
出
や
ゆ
と
り
の
空
間

の
確
保
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

問


